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2 

 

 学校施設環境改善交付金事業  余目中学校長寿命化改良機械設備工事（債務負担行為）

に係る入札公告に基づく条件付き一般競争入札については、関係法令に定めるものの

ほか、この入札説明書によるものとする。 

 

1 入札等の日程 

入札等の手続 
期間・期日・期限等 

（土日祝日を除く） 
提出場所等 手続の方法 

入札参加資格 

確認申請 

令和 8 年 7 月 15 日（水） 

     ～ 

令和 8 年 7 月 29 日（水） 

総務課管財係 2-2① 

入札参加資格 

確認結果通知 
令和 8 年 8 月 3 日（月）  2-2② 

非資格理由 

説明要求 
令和 8 年 8 月 5 日（水） 総務課管財係 2-4① 

非資格理由 

回答期限 
令和 8 年 8 月 7 日（金）  2-4② 

設計図書の閲覧 

及び貸出し 

令和 8 年 7 月 15 日（水） 

     ～ 

令和 8 年 8 月 17 日（月） 

総務課管財係 3-1③ 

設計図書に対する 

質問受付 

令和 8 年 8 月 3 日（月） 

     ～ 

令和 8 年 8 月 5 日（水） 

総務課管財係 3-2① 

上記質問に対する 

回答期限 
令和 8 年 8 月 7 日（金）  3-2② 

入札 令和 8 年 8 月 17 日（月）  4～7 

 上記期間は、特に指定する場合を除き、土日、祝日を除く午前 9 時から 

午後 5 時（正午から午後 1 時までを除く。）までの対応とする。 

 

2  入札参加資格関係 

2-1 入札参加者の資格 

①  「庄内町建設工事等請負業者指名停止要綱に基づく指名停止措置を受けていな

いこと。」とは、入札参加資格確認日 （条件付き一般競争入札参加資格確認申請書

（以下「申請書」 という。） の提出期限の日） から入札日までの期間中のいずれ

の日においても指名停止措置を受けていないことをいう。 

②  公告で指定された期限までに申請書及び申請書の添付書類（以下「確認資料」    

という。） を提出しない者は、 本入札に参加することができない。 
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③  配置予定技術者 

イ 配置を求めている技術者の要件については、公告によるほか、以下によるもの

とする。 

(イ) 公告の主任技術者又は監理技術者資格の「これと同等以上の資格を有す

る」については、国土交通大臣が 1 級管工事施工管理技士と同等以上と認定し

た者をいう。 

(ロ) 自社と直接的かつ恒常的な雇用関係にあること。 

ロ 配置予定の技術者は、原則として変更できないこと。また、配置予定の技術者

を配置できないときは、真にやむを得ない事由により技術者の変更を認める場

合を除き、契約を締結しない、又は契約を解除するものとする。 

ハ 配置予定の技術者として、複数の候補技術者を記載することができる。この場

合、複数の技術者のうちいずれかが審査により資格のないことが判明した時は、

資格のある技術者を配置予定技術者とみなす。 

ニ  同一の技術者について、重複して複数工事の配置予定の技術者とする場合に

おいて、他の工事を落札したことにより配置予定の技術者を配置することがで

きなくなったときは、当該入札手続における落札決定が行われる前までに契約

担当者に書面により申し出ること（この場合、担当課（契約担当）に事前に電話

連絡を行うこと。事前に電話連絡がない場合は、当該申出を受け付けることが出

来ない。）。ただし、当該申出をもって、配置予定技術者の変更を認めるものでは

ない。 

ホ 配置予定の技術者は、本件工事の着手日から工事の完成後、検査を完了した日

（工期末後に検査を実施する場合は、工期末日）までにおいて、他の全ての工事

に主任技術者、監理技術者又は監理技術者補佐として配置されていないこと 

（本件工事及び他の工事に同一の特例監理技術者を配置する場合を除く。）。 

へ 本工事において、特例監理技術者の配置を行う場合は、次に掲げる事項のいず

れにも該当するものであること。 

(イ) 監理技術者補佐を専任で配置すること。 

(ロ) 監理技術者補佐は、一級施工管理技士補又は一級施工管理技士等の国家

資格者、学歴や実務経験により監理技術者の資格を有する者であること。なお、

監理技術者補佐の建設業法（昭和 24 年 5 月法律第 100 号）第 27 条の規定に

基づく技術検定種目は、特例監理技術者に求める技術検定種目と同じである

こと。 

(ハ) 同一の特例監理技術者が配置できる工事は、本工事を含め同時に 2 件ま

でとする。ただし、同一あるいは別々の発注者が、同一の建設業者と締結する

契約工期の重複する複数の請負契約に係る工事であって、かつ、それぞれの工

事の対象となる工作物等に一体性が認められるもの（当初の請負契約以外の

請負契約が随意契約により締結される場合に限る。）については、これら複数

の工事を一つの工事とみなす。 

(ニ) 特例監理技術者が兼務できる工事は庄内管内の工事でなければならない。 

(ホ) 特例監理技術者は、施工における主要な会議への参加、現場の巡回及び主
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要な工程の立会等の職務を適正に遂行しなければならない。 

(へ) 特例監理技術者と監理技術者補佐との間で常に連絡が取れる体制である

こと。 

(ト) 監理技術者補佐が担う業務等について明らかにすること。 

ト  配置される専任の主任技術者、監理技術者（特例監理技術者を含む。）又は監

理技術者補佐は申請書を提出する日の前 3 か月以上の雇用期間があること（落

札決定後に当該事項を満たさないことが判明したときは、落札決定を取り消し、

契約を行わないものとする。）。 

 

2-2  入札参加資格の確認等 

① 本件入札の参加希望者は、入札参加者の資格を有することを証明するため、②に

示す申請書及び確認資料を提出しなければならない。この場合、必要な確認資料の

いずれか一つでも添付がない場合は、入札参加資格がないものとする。 

② 提出書類 

イ 申請書及び確認資料 

「2-3」 のとおり。 

ロ 申請書及び確認資料の作成及び提出に係る費用は、提出者の負担とする。 

なお、確認資料として提出する書類は受注者責任において用意すべきものであ

るため、町は、亡失等を理由とする再交付に応じない。 

ハ  提出された申請書及び確認資料は無断で他の目的に使用しない。 

ニ  確認資料の提出は、申請書に添付して行うものとする。 

ホ  提出書類は、公告で指定された提出場所へ持参するものとする。 

へ  提出期限以降における申請書又は確認資料の差替え及び再提出は認めない。 

ト 入札参加資格の確認のため、提出された確認資料により判断ができない場合

には、必要な確認資料の追加提出を求めることがある。これは、本入札説明書

が求めている入札参加資格の確認資料の脱漏による追加提出をいうものでは

ない。 

チ 入札参加資格の確認は、申請書及び確認資料の提出期限の日を基準日として

行うものとし、その結果は入札参加資格確認結果通知の期日までに通知する。 
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  2-3  【申請書及び確認資料一覧】 

2-4  入札参加資格がないと認められた理由の説明要求等  

① 入札参加資格がないと認められた者は、 任意の書面により、その理由の詳細説明を求める 

   ことができる。 

説明要求は、「1」により書面を持参又は書留郵便により提出するものとし、ファクシミリによる 

  ものは受け付けない。 

② 説明要求があった場合には、説明を求めた者に対し、書面により回答する。  

 

3  入札関係書類等の取扱い  

3-1 設計図書の閲覧及び貸出し  

当該工事に係る設計図書について、次により閲覧及び貸出しを行う。  

イ  条件付き一般競争入札参加資格確認申請書     様式第1号 

ロ  

配置予定の技術者の資格等を記載した書面 
様式第2号「主任（監理）技術者の資格」 
① 配置予定技術者の「法令による資格・免許」における（    ）には、資格免許 

の取得年を記載すること。 

② 様式中の「特例監理技術者の配置予定」、「申請時における他工事との兼務」 

の欄は、記載後の状況の変化、 記載誤り又は記載漏れがあった場合でも入札 

参加資格には影響しないものとする。 

ハ  

「ロ」の技術者の国家資格者証等（建設業法に規定する実務経験証明書  

を含む。）又は監理技術者資格者証の写し及び監理技術者講習修了履歴  

が確認できる書面（監理技術者講習修了証の写し又は監理技術者資格者  

証裏面の写し）  

 ただし、すでに当該資格を合格又は講習を修了しているが、交付手続中のため本 

申請の提出期限までに当該資格者証又は監理技術者講習履歴が確認できる書面を 

提出できない場合は、その旨を証明する資料をもって代えることができるもの 

とする。 

 

ニ  

総合評定値通知書の写し  
審査基準日が本申請の提出期限前1年7月以内であり、かつ、直近のものに限る。 

※審査基準日が1年7月以内であっても、直近のものでない場合は参加資格なしとす

る。  

ホ  

健康保険、厚生年金保険及び雇用保険に係る直近の被保険者標準報酬  

月額決定通知書又は保険料領収済額通知書若しくは領収証書等の写し  

「ニ」 により保険に加入していることが確認できる場合は提出を要しない。 

 

へ  特定建設工事共同企業体協定書の写し及び委任状 

【注】 ①ロ～ホについては全ての構成員が提出すること。 

②必要な確認資料のいずれか一つでも添付が無い場合は、 入札参加資格がないものとする。 

③提出する資料に記入誤り、記入漏れ、押印漏れなど不備があった場合は、入札参加資格なし 

となるため、提出の際は十分に確認した上で提出すること。 

     ④提出書類の作成及び提出に係る費用は、申請者の負担とする。 

     ⑤提出期限以降における提出書類の差し替え及び再提出は認めない。 

     ⑥入札参加資格の確認のため、必要な資料の追加提出を求めることがある。 
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① 閲覧及び貸出しが可能な設計図書  

イ 図面  

ロ 仕様書  

ハ 設計書  

② 閲覧期間及び貸出期間  

「1」による。  

③ 閲覧方法及び貸出方法  

イ 閲覧方法 「設計図書等閲覧・借受申込書」（様式第4号）を提出のうえ、「1」に示した場所 

 で閲覧に供する。 

ロ 貸出方法 「設計図書等閲覧・借受申込書」（様式第4号）を提出のうえ、①の内容を保存 

 した電子記録媒体により貸出しするものとする。 なお、 貸出資料は入札日の当日までに返 

 却すること。 

3-2 設計図書等に対する質問  

① 設計図書及びこの入札説明書に対する質問がある場合は、「1」に示した期間内に「設計図 

書等に関する質問書」 （様式第5号） により提出すること。  

② ①の質問に対する回答は、 「1」 に示した期限まで入札参加資格確認結果通知により参加 

資格を有すると認められた者にファクシミリで回答する。  

 

4 入札条件  

①  入札は、 入札参加資格者 （法人の場合は代表者又は代表者から入札に関する権限の委 

任を受けている者） が行う。 その他の代理人による入札は認めない。共同企業体の代表 

会社の入札参加資格者が入札すること。  

②  入札参加者はあらかじめ委任状を提出していない代理人をして入札させるときは、その委任 

状を持参させなければならない。  

③  入札参加者又は入札参加者の代理人は、当該入札に関する他の入札参加者の代理をする 

ことはできない。  

④  入札書の金額はアラビヤ数字で明確に表示し、頭初に￥の記号を付記する。  

⑤  入札参加者の連合その他の理由により、入札を公正に執行することができないと認められる 

ときは、当該入札参加者を入札に参加させず、又は入札の執行を延期し、若しくは取りやめ 

ることがある。 

⑥  入札に際して入札書と共に入工事内訳書を提出するものとする。  

⑦  次に掲げる事項に該当する入札は無効とする。  

イ   入札に参加する資格のない者のした入札  

ロ  記名押印をしていない入札書又は工事内訳書  

ハ  金額を訂正した入札  

ニ  誤字、脱字等により必要事項が確認できない入札  

ホ   明らかに連合によると認められる入札  

へ  工事内訳書の全部または一部の提出のない入札  

ト   他の工事の工事内訳書が提出された入札  

チ  工事内訳書の全部が白紙である入札  

リ   入札書と工事内訳書の金額が異なる入札  
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ヌ  他の入札参加者が作成した工事内訳書の全部又は一部を使用していると認められる工事  

内訳書  

ル  総額の記載のみで内訳の記載が全くない工事内訳書  

オ  記載すべき事項(発注者名、工事名又は提出者名)に誤りがある工事内訳書  

ワ   前各事項に掲げるもののほか、入札に関する条件等に違反した入札  

⑧  入札をした者は、入札後現場の状況、契約条項又は入札条件等の不明を理由として異議を 

申立てることが出来ない。  

⑨  入札は2回とし、不落の場合は不調とする。  

⑩  落札者は、予約完結権を他に譲渡することができない。  

⑪  落札者は、契約締結後1箇月以内に建設業退職金共済組合にかかわる掛金収納書を提示 

すること。 

⑫ 保証契約に基づいて前払金を支払うものとし、請求限度額は請負代金額の10分の4とする。  

⑬ 保証契約に基づいて中間前払い金を請求できるものとし、請求限度額は請負代金額の10分 

   の2とする。 

⑭  落札決定に当たっては、入札者が消費税及び地方消費税に係る課税事業者であるか免税 

事業者であるかを問わず、入札書に記載された金額に当該金額の100分の10に相当する 

額を加算した金額（当該金額に1円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨てた金 

額） をもって落札価格とするので、入札者は、見積もった契約希望金額の110分の100に相 

当する金額を入札書に記載すること。  

⑮  免税業者が落札した場合は、落札後免税業者の確認を行う。  

⑯  低入札価格調査基準価格を設けている。 

⑰  入札に関する様式については、町ホームページよりダウンロードできるので字句等適宜変更 

の上使用するものとし、入札書を入れる封筒は不要とする。  

 

5  入札の辞退  

①  入札参加者は、入札書を提出するまでの間は、いつでも入札を辞退することができる。 

   入札を辞退する場合は、書面により行うものとする。  

②  入札を辞退する場合は、庄内町ホームページに掲載している「入札辞退届」を入札日時まで 

   に提出するものとする。  

③  入札書提出後は入札を辞退することができない。  

④  入札を辞退した者は、 これを理由として以後の指名等について不利益な取扱いを受けるも 

  のではない。 

  

6  落札者の決定方法  

①  有効な入札を行った入札参加者のうち、予定価格の範囲内の価格で、最低の価格をもって 

    入札をした者を落札者とする。  

②  低入札価格調査  

    低入札価格調査基準価格を下回る価格の入札者については、 低入札価格調査を行った 

    うえで落札するか否かを決定する。  

③  最低の価格の入札者が提出した入札内訳書に不正又は不適正の疑いがあるときは、 調査 

    の上で落札するか否かを決定する。  
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④  落札決定の時までに入札参加資格を満たさなくなった者は落札者としない。  

⑤  落札となるべき同価の入札をした者が2人以上ある時は、 くじにより落札者を決定する。  

 

7  入札の延期、中止等  

①  天災、地変等により入札執行が困難なときは、入札を延期、中止又は取止めることがある。  

②  正常かつ公正な入札執行が困難と認められる場合その他やむを得ない事由が発生したとき 

    は、入札を延期、 中止又は取止めることがある。  

 

 

8  契約書の提出  

①  契約書を作成する場合においては、 落札者は、 落札決定の日の翌日から起算して5日 

    以内（土日、祝日を除く。）に、これを契約担当者に提出しなければならない。 

    ただし、発注者の書面による承諾を得て、この期間を延長することができる。  

②  落札者が①に規定する期間内に契約書の案を提出しないときは、 落札はその効力を失う。  

 

9  異議の申立て  

入札参加者は、入札後、設計書、入札関係図書及び現場等についての不明を理由として 

異議を申し立てることはできない。  

 

 

10  その他  

①  保証契約に基づいて前払金を支払う。ただし、別紙「債務負担工事説明書」に示す支払 

時期に留意すること。  

② 申請書又は確認資料等に虚偽の記載をした場合においては、 庄内町建設工事等請負 

業者指名停止要綱に基づく指名停止措置を行うことがある。 
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（別紙） 

 

債務負担工事説明書 

 

 

工事名称  学校施設環境改善交付金事業  余目中学校長寿命化改良機械設備工事 

（債務負担行為） 

 

1  本工事は、令和 8 年度を初年度とする 3 か年（令和 8 年度から令和 10 年度）にわ

たる債務負担契約となります。 

 

２ 支払条件として中間前払金対象の工事になりますので、契約時に中間前金払又は

部分払を選択してください。 

 

３ 前払金は、契約約款の規定により、令和 8 年度においては、令和 8 年度における

支払限度の範囲内において、令和 8 年度に支払うべき前払金の額に令和 9 年度に支

払うべき前払金の額を加えた額を請求することができることとします。 

また、中間前金払を選択した場合においても、契約期間が複数年度に渡る契約のた

め、令和９年度末における出来高に対する部分払を請求することができます。 

   

 


